  Ⅱ 観光交流調査結果の概要

    １  観光交流客数

　　 ・ 観光交流客数は、1億3,593万人で、前年度を263万人（2.0％）上回った。

・ 「ねんりんピック」が開催されたこと、ＮＨＫの大河ドラマ「功名が辻」で掛川が舞台となったことや暖冬の影響等により、前年度を上回った。
    ２  宿泊客数

・　宿泊客数は1,922万人で前年度を28万人（1.5％）上回った。
・　近年減少傾向にあったが、平成13年度以降５年ぶりに前年度を上回った。

・　全宿泊客数の６割以上を占める伊豆地域において、回復傾向がみられた。
    ３  観光レクリエーション客数

     ・ 観光レクリエーション客数は1億1,670万人で前年度を234万人（2.0％）上回った。
　　・ 中東遠地域で大きく前年を上回った。
     ・ 大分類別では「季節行楽・行事」が減少したため、「触れ合う」の割合が若干減少した。
    ４  主な季節の状況

     (１) ゴールデンウイーク

       ・ 宿泊は舘山寺、奥大井、熱海は前年を上回り、下田、伊豆長岡、東伊豆、西伊豆は前年並み、伊東、修善寺は若干下回った。
       ・ 観光施設の入込みは調査した14施設では前年を11.8％上回り、8イベントの入込みは前年を若干下回った。
    （２）年末年始
・ 宿泊客数は伊豆東海岸、中伊豆、舘山寺温泉は前年以上だったが、伊豆西海岸、川根本町では前年を若干下回った。
・ 観光施設は、気温の高い穏やかな日が多かったことから、一部の屋内施設を除き、ほとんどの施設で前年を上回った。
    ５  地域別の主な特徴

    ・【伊 豆】 　観光交流客数は減少したが、宿泊客数は回復の傾向がみられた。
    ・【富 士】　暖冬の影響によりテーマパーク等への入込み客数が増加した。
    ・【駿 河】　　観光交流客数は、ほぼ前年並みであった。
・【奥大井】　　宿泊客数は増加したが、観光施設等への入込み客数が減少した。
・【西駿河】　　　イベントへの入込み客数や海水浴客数が減少した。
・【中東遠】　　　大河ドラマの影響により、関連施設の入込客数が増加した。
・【西 遠】　　宿泊客数は、「愛・地球博」の反動により減少した。






